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●●●編集後記
▶このたびの西日本を中心とした記録的な豪雨において被害に遭われた

皆様に，心よりお見舞い申し上げます。その後，さらに記録的な猛暑や台

風が続きました。地球温暖化の影響かもしれませんが，ぜひ平穏な夏が訪

れますことを祈念いたします。

▶さて，今月号の特集は，従来予後が不良とされてきた子宮頸部腺癌の

特集です。手術（笠松論文）では，広汎子宮全摘術による腺癌と扁平

上皮癌の治療成績はほとんど変わらなかったと報告されています。しかし，

子宮頸部腺癌の予後は進行例ほど不良とする報告も多く，放射線治療

の場合には進行例も多く，子宮頸部扁平上皮癌より予後不良と考えられ

ています。しかし，子宮頸部腺癌に対する画像誘導小線源治療（野田論

文）や，重粒子線治療（小此木論文）などが試みられており，今後の展

開に期待しています。

▶先日，神戸で開催された第16回日本臨床腫瘍学会学術集会に参加し

てきました。免疫チェックポイント阻害剤が多くの癌腫に適応となり，活発

な議論が繰り広げられていました。局所進行非小細胞肺癌への化学放

射線療法後の抗PD‒L1 抗体による維持療法が我が国でも適応となり，

放射線肺炎を低減するような高度な照射技術の重要性が高まっています。

免疫チェックポイント阻害剤と放射線治療との併用は，アブスコパル効果

や局所コントロールの向上などが期待され，放射線治療の役割がますます

重要になってくるように感じています。

� 中村和正
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